

























































このような背景より，本研究では，軽量コンクリート製 PC梁 (以後，軽量 PC梁)の耐衝撃性に
及ぼす PVA短繊維の体積混入率 (以後，短繊維混入率 Vf )の影響を検討することを目的に，Vf を変






高さ）は 35 × 40 cm，純スパン長は 2.8 mの複鉄筋矩形 PC梁である．上端および下端鉄筋には，




























の種類 Vf (vol. %) V (m/s)
N-S 普通 0LW0-S
静的 -LW0.5-S 軽量 0.5
LW1.0-S 1.0
N-II 普通 0 1 ∼ 6LW0-II 衝撃 1 ∼ 4
LW0.5-II 軽量 0.5 (繰り返し) 1 ∼ 7




試験体名 強度 曲げ耐力 コンクリート デコンプレッションモー PVA短繊維 合計
余裕度(MPa) (kN) 分担分 (kN) メントによる増分 (kN) 分担分 (kN) (kN)
N-S/II 48.2 140.0 123.6 65.4 - 189.0 1.35
LW0-S/II 42.4 140.0 83.0 65.6 - 148.6 1.06
LW0.5-S/II 42.7 138.1 83.1 65.4 76.7 225.2 1.63













した．なお，本実験に用いた軽量粗骨材は，比重 1.2，24時間吸水率が 9 ∼ 11 %，圧壊荷重が 1 kN
以上の焼成人工軽量骨材である．本軽量粗骨材は，有害科学物質や塩分を含まず，アルカリ骨材反
応が生じない等，従来の人工軽量骨材に比べて優れた品質を有している．各コンクリートのスラン




コンク 短繊維 W/C s/a 単位量 高性能 スラ 空気量
リート 混入率 W C S G 減水剤 ンプ
の種類 Vf (vol.%) (%) (%) (kg/m3) (cm) (%)
0 50.0 46.0 152 304 871 480 1.28 8.5 6.3
軽量 0.5 52.5 49.1 165 314 909 442 1.26 10.5 5.4
1.0 40.0 48.8 170 425 850 420 2.13 12.5 5.4
表－ 4 PVA短繊維の寸法と材料特性値
密度 長さ l 直径 d アスペクト比 弾性係数 引張強度 破断歪
(g/cm2) (mm) (mm) l/d (GPa) (GPa) (%)
1.30 30 0.66 45 29.4 0.88 7.0
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写真－1実験状況













(a) N-S ��� (b) LW-S ���
















静荷重 Pの測定は，容量 500 kNの静載荷用ロードセルを用いて行った．また，衝撃荷重載荷実
験の場合における重錘衝撃力 Pおよび支点反力 Rの測定は，Pの場合には容量が 1,470 kN，応答周
波数 DC ∼ 4.0 kHz，Rの場合には容量が 980 kN，応答周波数が DC ∼ 2.4 kHzのロードセルを用い
て行っている．また，載荷点変位 δ の測定は，容量 200 mm，応答周波数 915 Hzの非接触式レーザ
変位計を用いて行った．なお，衝撃荷重載荷実験の場合には，各応答波形を広帯域用データレコー































































����� (V = 5 m/s) ����� (V = 6 m/s)
����� (V = 3 m/s) ����� (V = 4 m/s)
����� (V = 6 m/s) ����� (V = 7 m/s)
����� (V = 8 m/s) ����� (V = 9 m/s)
図－ 4 衝撃載荷実験終了後のひび割れ分布性状
橋効果により，斜めひび割れ発生後においてもせん断破壊に至っていないことを示しているものと








図－5には，各試験体の重錘衝撃力 P，支点反力 Rおよび載荷点変位 δ に関する応答波形を示し
ている．なお，ここでは，各試験体の最終載荷時およびその前の載荷時の結果を示している．
重錘衝撃力波形 Pは，梁の種類や衝突速度 V によらず，衝撃荷重載荷初期に継続時間が 2 msec
程度の正弦半波状の波形が励起する性状を示している．また，全般的に衝突速度 V が大きい場合ほ
ど最大振幅も大きくなる傾向を示している．
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ことによるものと考えられる．これに対し，軽量 PC梁に短繊維を 0.5, 1.0 %混入した LW0.5/1.0-II
試験体は，いずれも N-II試験体よりも大きな衝突速度 V でせん断破壊に至っている．











図より，軽量 PC梁の結果を見ると，短繊維混入率 Vf の増加に伴って最大入力エネルギーがほぼ線
形に増大していることが分かる．本実験においては，短繊維混入率 Vf を 0.5, 1.0 %とすることによ
り，最大入力エネルギーがそれぞれ 4.0, 7.1倍に向上していることが分かる．
また，LW0.5-II試験体の最大入力エネルギーは，N-II試験体のそれよりも大きいことより，軽量
PC梁に PVA短繊維を 0.5 %混入することにより，普通 PC梁の場合以上の入力エネルギーに対し
て抵抗し得ることが明らかになった．
5. まとめ
本研究では，軽量コンクリート製 PC梁 (以後，軽量 PC梁)の耐衝撃性に及ぼす PVA短繊維の体
積混入率 (以後，短繊維混入率)の影響を検討することを目的に，短繊維混入率を変化させた軽量
PC梁の重錘落下衝撃実験を実施した．また，普通コンクリート製 PC梁 (以後，普通 PC梁)につい
ても同様の実験を行い，軽量 PC梁の耐衝撃性を普通 PC梁と同程度に改善するために必要な短繊
維混入率について検討した．本実験の範囲内で得られた結論を要約すると以下の通りである．
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